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人工放 射性 ナ トリウムの血 液に及ぼす作用
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其1　 一 過 性 の作 用 に就 て
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第1章　 緒 言

人工放射性 ナ トリウム(Na24)を 含む食塩

(Na24Cl)を 二十 日鼠,家 兎等 に投與 した場 合,

1)一 過性 に白血球數の著 しい減少が起 り,主

と して淋巴細胞の減 少を惹起 する ものである

が,2)長 期の投與 によつ ては造血機能の減

退 に よる爲か,赤 血球數,白 血球數 の減少殊

に骨髓性細胞の減少が起 る傾 向が あるや うに

思 はれ る.

茲に,著 者 はNa24Clを 人間に飮 ま した場

合 に起 る血液像の變化 に就いて報告す る.

第2章　 實 驗 方 法

理化學研究所のサイ クロ トロンによつて作

られた人工放射性 ナ トリウム(Na24)を 含む

食 塩(Na24Cl)を 人に飮 ま し,飮 用前 及び其の

後の適當な時間に 耳朶 よ り採血 し,血 球數,

種 類百分率,ヘ モグ ロビン量 を測 る.

被檢者としては健康者及び數 人の結核性疾

患 患 者を選んだ.蓋 し後者に對 しては,只 單

に檢査の域 に止 らず,寧 ろ治療的效果如何 を

檢索する意味で與へ られた.

Na24Clは 屡報の如 く,重 水素核 を10 Micro-

Aｍpere強 度で30分 乃至90分,岩 塩 に當て

て作 り,作 成後 概 ね48時 間 經つ た もの の

0.01乃 至0.1gを 被檢 者に飮 ま した.

飮用する時刻 は常 に正午前の空 腹時 と し,

採 血 も出來得 る限 り空腹時に行つた.

一般にNa24Cl飮 用 に よつ て,血 液像の一

過 的の變 化が起 る事 は次の成績 に示す通 りで

あ るが,そ の他 の副作 用は起 らず,毫 も生命

を脅かすや うな ことはない.

尚,ヘ モグ ロビン量はSahli法 に よ り,血

球 數は1mm8中 の數,白 血球の種類は百分率

に よつて示 す.

尚,本 研究は昭和15年 の秋に行つた,

第3章　 實 驗 成 績

其1.　 健 康 な 人 の場 合:

3人,4例 に就 い ての 成 績 を第1, 2, 3, 4表

に よつ て 示 す.

第1表　 人工 放 射 性Na飮 用者 血 液 像

9/ⅩⅡ. 姓名 間○,年 齢53,性 ♂,

 rad. NaCl 0.1g飮 用

標品10M. A. 60分 間衝撃
作 成 後48時 間 目

第2表　 人 工 放射 性Na飮 用者 血 液 像

姓名 加○,年 齢51,性 ♂,

 rad. NaCl 0.1g　 飮用

標品10M. A. 90分 間衝撃
作 成 後48時 間 月

第3表　 人 工 放射 性Na飮 用 者 血 液 像

姓 名 土○,年 齢25,性 ♂,

 rad. NaCl 0.1g　 飮 用

標 品10M. A. 90分 間衝撃
作 成 後72時 間 目
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第4表　 人 工 放 射 性Na飮 用 者 血 液 像

4/Ⅹ Ⅱ.姓 名 間 ○,年 齢52,性 ♂,

 rad. NaCl 0.1g飮 用

標 品10M. A. 30分 間 衝 撃　

作 成 後48時 間 目

Na24Clを 飮む と,一 般 に次の如 き血液像變

化が起 る.

1. ヘモグ ロビン量

Na24Cl飮 用後2時 間乃至24時 間に 於 て

ヘモ グ ロビン量 は減少 し,次 いで正常 に

恢復 する.

2. 赤血球數

飮用後多少の增 減が認 められ る.

3. 白血球數

大體に於 て,飮 用後数時間 に して白血球

數の減 少が起 り,次 いで 次 第 に恢復 す

る.

4. 白血球種 類の變化

概 して,Na24Cl飮 用後 には淋巴細胞の減

少が一時的 に起 る.但 し飮用後 に一時的

に增 加 して後減 少に陷 る場 合 もある.

尚,是 に對 して骨髓性 白血球 は比較的 に

百分率 の增加 を示す.

其2. 結核患者の場合:

帝 國女子 醫専病 院耳鼻科で治療 を受 けて居

る喉頭結核 の患者に對 し吉村宗次敎 授指導の

下 に治療 の 目的でNa24Clを 飮 ま し,或 は

Na24Clを 含 む軟膏 を外 側 よ り患部に塗布 し,

夫れに よつ て起 る血液像變化 を検索 した.

此の點 に於 て,此 の研究に便宜 をはかつて

下 さつた吉村敎 授竝 に同敎 室員に深謝 する.

(例1)　 患 者名　 中○殿, ♂.

數 日乃至 十數 日の間隔でNa24Clを 飮 まし,

全體で5回 の檢索 を行 つた.

その成績 は第5乃 至9表 に示す.

第5表　 人工放射性Na飮 用者血液像

(1) 30/ⅠⅩ.姓 名 中○,年 齢36,

性 ♂, rad. NaCl 0.036g飲 用

第6表　 人 工 放射 性Na飮 用 者 血液 像

(2) 10/Ⅹ. 姓名 中○,年 齢86,

性 ♂, rad. NaCl 0.05g　 飮用
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第7表　 人 工 放射 性Na飮 用者血 液 像

(3) 14/Ⅹ.姓 名 中○,年 齢36,

性 ♂, rad. NaCl 0.05g飮 用

標品10M.A.60分 間衝撃
作 成 後48時 間 目

第8表　 人 工 放 射 性Na飮 用 者 血 液 像

(4) 28.Ⅹ.姓 名 中 ○,年 齢36,

性 ♂, rad. NaCl 0.01g飮 用

標 品10M.A.60分 間 衝 撃

作 成 後48時 間 目

第9表　 人 工 放 射 性Na飮 用 者 血 液 像

(5) 21/Ⅹ Ⅰ.姓 名 中 ○,年 齢36,

性 ♂, rad. NaCl 0.1g飮 用

標 品10M.A.60分 間 衝 撃

作 成 後48時 間 目

一般 に ,此 の患 者 は 輕 い貧 血 が あつ た の で

その 影 響 が認 め られ る.

然 し乍 ら,Na24Cl飮 用に よつ て,一 般 的 に

ヘ モーグ ロビ ン量,赤 血 球 數,白 血 球 數 の 一 時

的 減 少が 起 り,つ いで恢 復 す る.

白血 球 の減 少 は淋 巴細 胞 の夫 を主 とす る.

(例2)患 者 名 川○ 殿, ♀.

肺 結 核 竝 に喉 頭 結 核.

第10表　 人 工放 射性Na飮 用 者血 液 像

(1) 4/Ⅹ. 姓名 川○,年 齢27,

性 ♀, rad. NaCl 0.01g　 飲用

標品10 M. A. 60分 間 衝撃　
作 成 後48時 間 目

肺結核竝に喉頭結核.
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第11表　 人 工 放 射 性Na飮 用 者 血 液 像

(2) 14/Ⅹ. 姓 名　川 ○,年 齢27,

性 ♀, rad. NaCl 0.025g飮 用

Na24Cl 0.025g軟 膏 塗 布.

第12表　 人 工 放 射 性Na飲 用 者 血 液 像

(3) 22/Ⅹ.姓 名 川 ○,年 齢37,

性 ♀, rad. NaCl 0.025g飮 用

Na24Cl 0.025g含 有 軟 膏 塗 布.

第13表　 人 工 放 射 性Na飮 用 者 血 液 像

(9) 28/Ⅹ.姓 名 川 ○,年 齢27,

性 ♀, rad. NaCl 0.lg飮 用

Na24Cl 0.1g　 含 有 軟 膏 塗 布.

第14表　 人 工放 射 性Na飲 用 者血 液像

(5) 5/ⅩⅠ.姓 名 川○,年 齢27,

性 ♀, rad. NaCl 0.05g飮 用

Na24Cl 0.05g　 含 有 軟 膏 塗 布.

全5回 に亘 つ てNa24Clを 飲 ま し,4回

Na24Cl含 有軟膏の塗 布 を行 つた(塗 布 は24

時 間續 ける).

此 の患 者 も輕い貧血 に陷つて居 たが,經 過

は例1の 患者 よ りも一層良かつた.

Na24Clに よる成績 を見るに,そ の飮用後常

に,ヘ モグ ロビン量,赤 血球數,白 血 球數の
一過性の減 少が起 る.

此 の患者の場 合には,白 血球種類の百分率

に在つては寧 ろ中性嗜好多型核 白血球の減 少

が認 められた

第4章　 結 論

Na24Clを 健康 人 及び 結 核性 患者 に 飮 ま し

て後に起る血液像 を檢索 した結果,動 物實驗

に於ける成績 と同様 に,一 般 に,ヘ モグ ロビ

ン量,赤 血球數,白 血球數 の減 少が一過性 に

起 る.而 して,多 くの場合,白 血球種 類の百

分率 に於て,淋 巴細胞數 の減 少とそれに對應

して中性嗜好多型 核白血 球數の增 加 とが 認め

られ た.

擱筆するに當 り,仁 科芳雄博士め懇篤なる御指
導 と御校閲に對 して衷心より深謝し,併 せて,理
化學研究所原子核實驗室員諸兄,額 田豊,額 田晋

兩博士に感謝す.


